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コ
ー
ス
を
修
了
さ
れ
た
受
講
生
数

は
１
７
３
５
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。

年
平
均
35
名
に
な
り
ま
す
。
修
了

生
は
労
働
界
や
企
業
の
要
職
に
就

か
れ
て
い
ま
す
。

私
の
体
験
に
基
づ
く
こ
の
コ
ー

ス
の
意
義
は
お
よ
そ
以
下
の
点
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
常
の
労
組

の
活
動
や
方
針
は
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

的
縛
り
が
ど
う
し
て
も
か
か
る
の

金
属
労
協
（
全
日
本
金
属
産
業

労
働
組
合
協
議
会
）
は
１
９
６
４

年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
金
属
産

業
の
産
業
別
労
働
組
合
で
あ
る
自

動
車
総
連
、
電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
（
も
の
づ
く
り
産
業
労
働
組

合
）、
基
幹
労
連
（
鉄
鋼
、
造
船

重
機
産
業
）、
全
電
線
の
労
働
者

２
０
０
万
人
か
ら
な
る
組
織
で

す
。
日
本
の
産
業
の
骨
格
を
な
す

労
働
組
合
の
結
集
体
で
あ
り
、
春

の
賃
金
交
渉
の
パ
タ
ー
ン
セ
ッ

タ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

は
故
竹
中
正
夫
先
生
の
ご
尽
力
に

よ
り
１
９
６
９
年
に
「
西
日
本
労

働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
実
は
１
９
６
７
年
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
た
「
東
日
本
労
働

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
」
は
明

治
学
院
大
学
を
中
心
に
運
営
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
東
西
の
コ
ー
ス

は
２
０
０
８
年
に
西
に
統
一
さ
れ

ま
し
た
。
西
に
統
一
さ
れ
た
理
由

は
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
環
境

の
素
晴
ら
し
さ
が
大
き
な
理
由
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
東
は
ホ
テ

ル
と
大
学
と
を
使
っ
て
い
ま
し

た
。手

元
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
69
年

以
降
２
０
１
８
年
ま
で
の
50
年
間

で
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
の

機
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
２
０
年
度
は

コ
ー
ス
の
開
催
を
中
止
し
ま
し

た
。
21
年
度
は
何
と
か
実
現
す
べ

く
、
コ
ー
ス
の
運
営
委
員
会
で
は

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
の
開
催
が
で

き
る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
の
暗
中

模
索
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ

の
模
索
の
中
で
開
催
の
場
所
は
関

西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
以
外
で
は
あ

り
え
な
い
と
い
う
一
点
は
動
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
へ
の
愛
着
が
誠
に
深

い
こ
と
を
私
は
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
そ
の
愛
着
は
、
ホ
テ
ル
に

は
期
待
で
き
な
い
、
静
か
で
落
ち

着
き
の
あ
る
美
し
い
環
境
、
従
業

員
の
方
々
の
も
て
な
し
の
心
遣

い
、
勉
学
と
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の

両
立
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
快
適

な
施
設
、
コ
ー
ス
の
運
営
実
務
に

関
し
て
も
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
担
当
者
も
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
従
業
員
の
方
々

も
よ
く
体
得
し
て
い
る
こ
と
、
歴

代
の
組
合
役
員
の
高
い
評
価
と
ハ

ウ
ス
で
の
若
き
日
々
へ
の
懐
旧
の

念
等
々
。

日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
の
代
表
理
事
以
下
、理
事
会
、

評
議
会
の
各
位
か
ら
、８
月
に「
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
第
一
弾
と
し
て

Ｊ
Ｃ
Ｍ
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
を
受
け
入
れ
る
」
こ
と
に

賛
成
を
い
た
だ
き
、
10
月
14
日
か

ら
30
日
ま
で
受
講
生
17
名
の
コ
ー

ス
を
成
功
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
中
村
代
表
理
事
が

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
運
営
に
つ
い

て
双
方
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
助

け
合
う
こ
と
」
に
意
義
が
あ
る
と

私
が
申
し
上
げ
た
こ
と
に
強
い
賛

意
を
表
さ
れ
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
を
借
り
て
関
係
の
皆
様

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
、
国
際
産

業
関
係
研
究
所
所
長
）

は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
が
、

本
当
の
疑
問
、
本
当
に
す
べ
き
議

論
、
本
当
の
願
い
、
本
当
の
悩
み

に
ま
で
深
入
り
で
き
な
い
う
ら
み

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
の
第

一
の
意
義
は
、
こ
れ
ら
を
話
し
合

い
、
と
も
に
考
え
て
み
る
こ
と
、

共
感
し
あ
う
喜
び
の
体
験
を
通
じ

て
各
自
が
成
長
す
る
こ
と
を
促
し

て
い
ま
す
。
第
二
は
、「
働
き
方

改
革
」
や
「
新
し
い
資
本
主
義
」

が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
実
践
的
に
接
近
す
る
主

体
は
自
分
た
ち
で
あ
る
の
だ
と
い

う
自
覚
と
使
命
、
や
り
甲
斐
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
第

三
に
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る

者
に
と
っ
て
は
、
学
術
的
知
見
が

現
実
の
労
働
と
関
連
性
を
持
っ
て

い
る
の
か
を
反
省
し
洗
練
す
る
契

Ｊ
Ｃ
Ｍ（
金
属
労
協
）労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て

�
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日
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ス
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・
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ー
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（
西
欧
）
キ
リ
ス
ト
教
は
歴
史

的
に
、
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
加
担
し
て
き
た
構
造
的
な

加
害
者
と
し
て
の
側
面
が
大
き
い

と
い
う
確
認
か
ら
は
じ
ま
り
、
今

や
資
本
主
義
経
済
が
そ
れ
自
体
、

宗
教
化
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
も

影
響
下
に
お
い
て
骨
抜
き
に
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
問
題
提
起
が
講
師
か
ら
行
わ

れ
た
。
講
師
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
の
福
音
派
右
派
に
顕
著
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
、
自
由
経
済
の
放
任

を
支
え
る
気
候
変
動
懐
疑
論
は
そ

の
一
つ
の
表
れ
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
キ

リ
ス
ト
教
に
深
く
浸
透
し
て
い

る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
本
来
、
貧
し

い
者
、
周
辺
化
さ
れ
た
者
、
排
除

さ
れ
た
者
の
視
点
に
立
っ
た
イ
エ

ス
に
よ
る
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教
体
制

へ
の
宗
教
批
判
か
ら
出
発
し
た
。

現
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
批
判
的

な
視
点
を
資
本
と
国
家
と
い
う
双

頭
の
権
力
体
制
に
向
け
て
、
対
抗

す
る
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
、「
世

の
光
」
で
は
な
く
「
世
の
鏡
」
に

す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
指
摘
は
重
い
。

講
演
に
ひ
き
つ
づ
き
、
質
疑
が

行
わ
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
巨
大
な

問
題
を
前
に
し
て
私
た
ち
は
何
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
私
有
・
独
占
が
進
む
資
本
主

義
経
済
に
対
し
て
地
域
分
散
型
の

コ
モ
ン（
共
有
）を
粘
り
強
く
作
っ

て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。
農
地
と
太
陽
光

発
電
が
共
存
す
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
と
い
う
形
で
コ
モ
ン
の

形
成
を
実
践
し
て
い
る
参
加
者
も

い
て
、
希
望
も
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

�

（
報
告
：
木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
）

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
２
１
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
福
祉
」
第
１
回

 
「
気
候
変
動
と
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　

～
人
新
世
と
宗
教
～
」

�

講
師　

神
学
博
士　

福 

嶋 

　
揚
さ
ん

２
０
２
１
年
９
月
１
１
日（
土
）

会
場
：
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

謹
賀
新
年

　

新
型
株
の
影
響
な
ど
感
染
症
の
先
行
き
が
不
透
明
の

ま
ま
、
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
改
め
て
皆
様
の
ご
指
導

と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

公
益
財
団
法
人
日
本
ク
リ
ス
チ
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ア
カ
デ
ミ
ー

�
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活
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〃	
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俊
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神
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〃	

横
野　

朝
彦	

監
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〃	

棟
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信
彦

�

（
五
十
音
順
）

関
東
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動
セ
ン
タ
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関
東
運
営
委
員
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戒
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信
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所
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③
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
100
％
の
時
代

へ
の
転
換

④
お
金
の
流
れ
を
ク
リ
ー
ン
に
す

る
。

⑤
先
進
国
・
途
上
国
関
係
な
く
、

1.5
度
目
標
、
排
出
ゼ
ロ
に
向
け

て
、
永
続
的
に
対
策
を
強
化
し

続
け
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
伊
与
田
さ
ん

か
ら
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
っ

た
。希

望
が
持
て
ず
絶
望
的
な
気
持

ち
に
な
る
こ
と
が
第
一
歩
で
あ

る
。
そ
れ
は
絶
望
的
な
気
持
ち
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
を
理

解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
か

ら
。
し
か
し
、「
知
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。」「
小
さ
な
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。」
と
問
題

を
矮
小
化
し
て
い
て
は
温
暖
化
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

地
球
温
暖
化
は
私
た
ち
の
日
常

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
そ
の
現
実
を
真
正
面
か
ら
捉

え
、
具
体
的
な
行
動
に
移
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
切
迫
し
た
状
況
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
た

１
日
だ
っ
た
。

た
ち
が
残
酷
な
こ
と
を
し
て
い
る

こ
と
を
感
じ
て
い
な
い
と
こ
ろ
。

何
十
年
も
先
の
時
代
に
影
響
し
て

い
る
。
こ
れ
は
時
間
差
殺
人
と
も

い
え
る
」
と
い
う
言
葉
が
紹
介
さ

れ
、
気
候
変
動
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
「
遠
隔
殺
人
」
で
も
あ
る
と

い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

２
０
１
５
年
12
月
12
日
に
採
択
さ

れ
た
「
法
的
拘
束
力
の
あ
る
パ
リ

協
定
」
に
つ
い
て
の
お
話
し
が

あ
っ
た
。
パ
リ
協
定
に
つ
い
て
以

下
の
５
点
の
説
明
が
あ
っ
た
。

①
産
業
革
命
前
か
ら
の
地
球
平
均

気
温
上
昇
を
1.5
～
2
度
未
満
に

抑
え
る
目
標

②
化
石
燃
料
の
時
代
を
終
わ
ら
せ

る
。

緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
と
い
う

状
況
下
で
安
全
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
メ

イ
ン
と
し
、
一
部
対
面
を
組
み
合

わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
の

開
催
と
な
っ
た
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
機

能
を
使
う
練
習
を
兼
ね
た
ミ
ニ

ワ
ー
ク
や
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
を
活
用

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
当

セ
ミ
ナ
ー
が
こ
れ
ま
で
め
ざ
し
て

き
た
対
話
や
協
働
の
活
動
を
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
試
み
た
。

２
０
１
８
年
の
韓
国
大
法
院
判

決
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
「
解

決
済
み
」
で
あ
り
「
国
際
法
違
反

で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
主
張
が
マ

ス
コ
ミ
を
通
じ
て
拡
声
さ
れ
る
日

本
社
会
。
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
視

聴
し
た
『
忘
れ
ら
れ
た
皇
軍
』（
大

島
渚
監
督
、
１
９
６
３
年
）
の
最

後
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
日
本
人
た

ち
よ
、
私
た
ち
よ
、
こ
れ
で
い
い

の
か
。」
は
、
50
年
以
上
の
時
を

超
え
て
私
た
ち
の
心
に
突
き
刺

さ
っ
た
。
日
韓
の
対
立
す
る
主
張

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
問
題
の
本
質
か

ら
外
れ
た
議
論
で
あ
る
と
太
田
修

さ
ん
は
指
摘
し
、こ
の
判
決
を「
過

去
の
克
服
」
と
い
う
視
点
か
ら
丁

寧
に
読
み
解
き
、
世
界
の
事
例
や

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
気
候

変
動
に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
産
業
革
命
以

降
、
地
球
の
大
気
中
の
CO₂
濃
度
は

急
激
に
増
加
し
、
私
た
ち
は
こ
れ

ま
で
に
な
い
ほ
ど
濃
い
CO₂
の
中
で

生
活
し
て
い
る
。
気
候
関
連
災
害

は
過
去
20
年
間
で
80
％
増
え
た
。

音
楽
グ
ル
ー
プ
「
水
曜
日
の
カ
ン

パ
ネ
ラ
」
の
元
ボ
ー
カ
ル
、
コ
ム

ア
イ
さ
ん
の
「
ま
ず
い
の
は
、
私

 

●
２
０
２
１
年
度 

「
開
発
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
第
３
回

 
「
日
本
と
韓
国
の
過
去
・
現
在
・
未
来

　
　

～
共
に
生
き
る
隣
人
と
し
て
～
」

�

講
師　

同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授　

太 

田
　 

修
さ
ん

�

２
０
２
１
年
９
月
１
９
日（
日
）

会
場
：
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

 

●
２
０
２
１
年
度 

「
開
発
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
第
４
回

 

「
私
た
ち
は
気
候
変
動
を
食
い
止
め
る
こ
と
が　

で
き
る
の
か
？
」

�

講
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
気
候

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
任
研
究
員　

伊
与
田 

昌
慶
さ
ん

�

２
０
２
１
年
１
０
月
１
０
日（
日
）

Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

韓
国
社
会
の
過
去
と
の
向
き
合
い

方
と
あ
わ
せ
て
報
告
さ
れ
た
。「
過

去
の
克
服
」
と
は
「
最
終
的
な
解

決
」
を
め
ざ
す
も
の
で
は
な
く
、

現
在
と
未
来
へ
の
地
続
き
の
課
題

で
あ
る
と
太
田
さ
ん
は
言
う
。
日

韓
で
政
治
を
争
い
、
勝
ち
負
け
を

決
め
る
の
で
は
な
く
、
真
実
を
明

ら
か
に
し
て
、
取
り
残
さ
れ
た

人
々
を
救
済
し
、
歴
史
の
記
憶
を

継
承
す
る
営
み
の
重
要
性
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
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◆関東活動センター
■2021 年度 聖書を読む講座Ⅱ
　（共催：早稲田奉仕園）
「マルコ福音書をジックリと読む」
第 4期
講　師：	山口 里子さん（聖書学者）
日　時：	4月～2022年2月、 第2火曜

18：30～20：00
参加費：	全10回8,000円（学生4,000円）
方　法：	Zoomによるオンライン講座
◆関西セミナーハウス活動センター
■2021年度修学院フォーラム「福祉」
第 2回「あっち側の彼女、こっち
側の私― 出版記念トークイベント
×はなしあい」（共催：京都ＹＷＣＡ）
ゲスト：	結生さん、小坂 綾子さん
日　時：	2022年1月29日（土）
		  13：00～15：30
方　法：	会場 （京都YWCA）とオンラ

イン（Zoom）
■2021 年度修学院フォーラム「いのち」
第 3回「ペストとキリスト教―中
世末期の死生観と終末思想―」
講　師：	村上　みかさん（同志社大

学神学部教授）
日　時：	2022年2月26日（土）
		  13：30～15：50
参加費：	1,000 円（学生 500 円）
方　法：会場（関西セミナーハウス）

とオンライン（Zoom）
■2021年度修学院フォーラム「社会」Ⅳ

「人種的「ソーシャルディスタンス」
への挑戦― 奥村多喜衛の事例」
講　師：	吉田 亮さん（同志社大学

社会学部教授）
日　時：	2022年3月12日（土）
		  13：30～15：50
参加費：	1,000 円（学生 500 円）
方　法：会場（関西セミナーハウス）

とオンライン（Zoom）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　中村　信博

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

2021 年 11 月１日～ 12 月 31 日
� （順不同・敬称略 )
◆関東活動センター
賛助会費
林　秀雄	 3,000 
吉田　博	 5,000 
松浦　茂長	 5,000 
島田　治夫	 2,500 
立原　敬一	 5,000 
星野　宗吾	 3,000 
平井　文則・祐美子	 5,000

寄付金
坂口　みどり	 3,000 
松下　起子	 1,000 
石橋　光朗	 2,000 
増田　博	 5,000 
許　昌範	 15,000 
齊藤　潤	 5,000

神学生プログラム寄付金
浦上　充	 5,000 
関田　寛雄	 5,000 
神保　信子	 10,000 
松井　直樹	 5,000 
吉田　博	 5,000 
関田　寛雄	 5,000 
萩原　好子	 5,000

クリスマス寄付金
吉田　豊	 10,000 
小林　義彦	 3,000 
小笠原　公子	 3,000 
木村　利人・慶子	 5,000 
松浦　茂長	 10,000 
中井　博雅	 10,000 
中冨　頴隆	 5,000 
林　秀雄	 5,000 
河原田　美哉子	 5,000 
増田　博	 5,000 
小林　誠治	 10,000 
萩原　好子	 5,000 
竹中　百合子	 5,000 
田島　慶子	 3,000 
東矢　高明	 3,000 
松本　誠	 5,000 
水溜　千枝子	 5,000 
飯田　庸子	 2,000 
上垣　勝	 3,000 
北原　和夫	 5,000 
恵泉女学園中高・宗教部	 20,000 
友野　富美子	 3,000 
日本基督教団洛南教会	 3,000 

池内　友子	 2,000
◆関西セミナーハウス
寄付金
柴田　賢司	 10,000

◆関西セミナーハウス活動センター 
賛助会費
中上　和子	 5,000
金山　顕子	 5,000
菅　恒敏	 5,000
白方　誠彌	 10,000
桜井　希	 5,000
樋口　よう子	 10,000
日野　多栄子	 3,000
西岡　裕芳	 5,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
島田　誠一	 10,000
和田野　勢津子	 5,000
鳥井　清司	 10,000
柳井　一朗	 5,000
武山　泰子	 10,000
日本基督教団和歌山新生伝道所	 3,000
匿名	 5,000
今川　泰彦・喜子	 10,000
樋口　よう子	 10,000
中西　綾子	 3,000
日本キリスト教団甲西伝道所	 5,000
日野　多栄子	 3,000
竹中　百合子	 20,000
岩橋　龍男	 5,000
小久保　正	 10,000
匿名	 3,000
林　律	 10,000
北風　照子	 10,000
竹下　亘・八千代	 10,000
延原　正海	 10,000
細田　和民	 20,000
シュペネマン　偕美	 50,000
家形　日出	 10,000
藤田　恭子	 5,000
島田　恒	 5,000
田中　義信	 3,000
藤田　敦子	 5,000
井田　光昭	 3,000
アシュラムセンター	 5,000
今井　奈都子	 2,000
杉本　尚司	 2,000
北野　宗香	 3,000
織田　雪江	 5,000
浦　晴子	 10,000
以上感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告

財団本部
� http://www.academy-nippon.com
関東活動センター
� http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
�http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
� http://www.academy-kansai.org

◎ゆうちょ銀行、現金利用加算料金
　1月 17日より、賛助会費、寄付
金ご送金の際、ゆうちょ銀行の窓
口や ATMで、現金による払込をさ
れる場合、1件 110 円のご負担を
お願いしなければなりません。払
出票、キャッシュカード、ゆうちょ
ダイレクトなど現金を扱わない場
合は不要です。


